
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※※※ 発 行 人 ※※※※※※ 
特定非営利活動法人 

介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会 
代表理事 佐藤 年夫 

第１３７号 
【 令和３年４月１日 】 

 令和２年度はコロナ感染対策を講 じながら

の活動でした。 

厳 しい環 境 下 、重 点 活 動 項 目 の地 域 支 え

合 い推 進 並 びに高齢 者 、子ども分 野 など福

祉 事 業 所 の評 価 ・調 査 活 動 で関 係 行政 機

関 や事 業 所 の方 々のご支 援 、ご協 力 を頂 き

ました。御礼申し上げます。 

会 員 の皆 様 方 にはこれまでと異 なるコロナ

下で感染防止対策を徹底 した活動を展開 し

て頂きました。感謝いたします。 

地域支え合い推進では昨年から始めた各地

域での会員間交流と介護 ・健康の情報提供

会 の４ 回 目 を９ 月 に利 府 町 で開 催 しました。

詳細は１月発行第 １ ３ ６号をご覧願います。 

福祉関係事業所の評価 ・調査活動ではコ

ロナ感染防止対策として、行政の調査 前アン

ケートなどの事業所意向に基づき、昨年度ま

で行 ってきた訪 問 調 査 に加 え、非 接 触 調 査

手 法 としてテレビ電 話 方 式 リモート 調 査 、全

書類郵送調査の３種の手法で対応しました。   

訪 問 調 査 では体 温 など調 査 員 の体 調 を

申告する健康チェックシート を事業所に提示

し、協力 を頂きながら短時間での調 査に努め

ました。 

非接触調査では事前の事業所との接続テス

トや提供書類の確認及び要確認項目リスト

アップなど準備を丁 寧に行い、円滑な調査が

専務理事 仲野 紀夫 感 謝 
 

図れました。訪問 調 査とは異 なる調査 手 法で

したが、調査員間 、事務局との円滑な連携で

完了できました。 

情 報 の公 表 調 査 など各 調 査 の事 業 所 数

は別頁の事務局だよりをご覧願います。 

宮城県のコロナ感染者が連日確認され憂

慮される事態が続いております。 

３年度もコロナ下での評価 ・調査活動が考え

られます。２ 年 度 の調 査 員 報 告 書 並 びにアン

ケート集約及び聞き取 り、研修会等での意見

交換などから課題をピックアップし対策の共有

化を図 りたいと考えています。 

令 和 ３ 年 度 は介 護 報 酬 改 定 ・介 護 保 険

の見直し時期です。報酬見直しでは若干の報

酬増が見込まれますが、施策関係では「感染

症や災害への対応 力強化 」 などが加わりまし

た。 

改定時期毎に制度の複雑さ、使いにくさや利

用者負担増など「制度あって介護サービスな

し」 の状況 が続いております。諦めず利 用 者の

立場からの声を伝え続けたいと思います。 

令和 ４ 年は当 会結 成２ ５ 周 年です。理 念

の実 現 に向 け四 半 世 紀 にわたり各 種 活 動 を

展開 し幅が広がっております。更なる当会の発

展 ・維 持 に向 けた活 動 に会 員 の皆 様 のご支

援、ご協力をお願いします。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶起床後 のスト レッ チ 体操を 毎日 必ず 行って いる。

外出時は 、出来 るだけ 歩くよう に心掛 けてい る。  

また、 年金 受給 者協 会 ボーリ ング サー クル で 、月 2

回楽しん でいる 。若い 時 からの趣 味で継 続して いる。

また週 1 回シル バーセ ンタープ ール で 泳いで いる。  

❷ボラン ティア やサ ー クルで 知り 合っ た仲間 と交流

し、コ ミュ ニケ ーシ ョ ンを図 り、 繋が りを 大 切にし

ている。  

❸岡本あき子 議員後 援 会の活動 をし て 20 年 、会長に

就任して 4 年目。 年内 に選挙が あるの で多忙 を極め

ている 。ま た、 ボラ ン ティア で月 ２回 五橋 公 園の清

掃を行っ ている 。  

❹新しい ことを 始め る よりも 、今 現在 やって いるこ

との現状 維持と 、継続 すること に努め ている 。 

❶バ ラ ン ス の 良 い 食 事 を 心 掛 け て い る 。 天 気 の 良 い 日 や

気 分 の 良 い 時 に 、 七 北 田 川 沿 い を 岩 切 線 路 行 き 止 ま り ま

で （ 1 万 歩 ） の ウ ォ ー キ ン グ を 、 １ ０ 年 以 上 続 け て い る 。 

❷１ ０ 年 前 の ３ 月 １ １ 日 、 住 ん で い た 蒲 生 地 区 で 被 災 し

た 。 そ の 後 移 転 し た が 、 蒲 生 地 区 の 日 和 山 （ 日 本 一 の 低

山 ） か ら 変 わ り 果 て た 景 色 を 眺 め 、 辛 い 記 憶 や 悲 し い 記

憶 を 、 あ え て 忘 れ な い よ う に 努 め て い る 。  

❸震 災 復 興 委 員 会 を 経 て 、 伝 承 の 丘 保 存 会 （ 伝 承 の 丘 に

慰 霊 塔 ） と し て 震 災 体 験 を 風 化 さ せ な い た め に 、 啓 発 活

動 を 行 っ て い る 。更 に ２ ０ １ ８ 年 に メ デ イ ア テ ー ク か ら 、

「 ３ ． １ １ を 忘 れ な い 」 映 像 作 成 の 依 頼 が あ り 、 編 集 に

携 わ っ た 。 約 ２ 年 が か り で 完 成 し 、 ３ 月 １ ３ 日 に メ デ ー

ア テ ー ク 7Ｆ の シ ア タ ー で 上 映 さ れ た 。ま た 、６ ～ ７ 年 前

か ら 仙 台 市 社 会 福 祉 協 議 会 で 、 月 ３ ～ ４ 回 ア ド バ イ サ ー

を し て い る 。  

❹旅 行 が 好 き な の で 、 コ ロ ナ が 収 束 し た ら 、 一 人 旅 に 行

き た い 。 数 年 前 ま で 仲 間 ４ 人 で 年 １ 回 北 海 道 旅 行 を し て

い た が １ 人 が 病 気 に な り 中 断 し て い る の で 、 ま た 復 活 さ

せ た い と 思 っ て い る。  

人生１００年時代へ 

❶身体の健康 は食事・睡 眠・運動に気 を配っ てい る。 

食事は好 き嫌い なくバ ランス良 く食べ 、食べ過 ぎず

腹八分目 を心掛 けてい る。  

運 動 は 毎 日 起 床 後 に 行 う ス ト レ ッ チ を 継 続 し て い

る。  

また、心の 健康は メンタ ルを高め るため に、会話 で

家族との コミュ ニケー ションを 大切に し 、電話 やメ

ールで親 類や友 人と交 流を図る ように 努めて いる。 

最近はコ ロナ禍 で身体 と心のバ ランス の重要 性を、

再認識し ている 。  

❷コロナを感 染拡大 さ せない・う つらな い・う つさ

ないため に 、手洗 いや消 毒等の予 防策を 徹底し てい

る。また 、万が 一感染 し ても重症 化しな いよう 、免

疫力をあ げるよ うに心 掛けてい る。  

コロナ禍 で会え ない分、強い繋が りを感 じ、相手 の

大切さに 気付か された。なんとい っても 基本は「 健

康」を痛 感して いる  

❸一万人と地 域支え 合 いの活動 は、張り合 いが あり

ライフワ ークに なって いる。広い 視野を 持ち、地域

社会の動 きに意 識を向 けて情報 収集し 、日々目 標に

向かって 精進し、町内や 近隣住民 に目を 配り、声 が

けなどを して、 地域に 役立つよ うに心 掛けて いる。 

❹常にアンテ ナを張 り 情報をキ ャッチ し、一万 人と

地域支え 合いに 繋がれ ば良いと 考えて いる 。会 の現

状維持と 、より 一層の 盛会に努 めてい る。  

❶食事内容に 気を配 り ３食しっ かり食 べるが 、食べ

過ぎず腹 八分目 を心掛 けている。また、３年ぐ らい

前から週 ３回 、職 場（ コ ミュニテ ィセン ター ）の 施

錠のつい でに３ ～４キ ロを歩い ている 。もう一 つ持

病 が あ る の で 月 １ 回 通 院 し 薬 を も ら い 血 糖 値 を 計

り、かか りつけ 医と繋 がりをも ってい る。  

❷退職して会 社や職 場 の同僚か ら、電話等 の連 絡が

来なくな り寂し さが募 り、人 との 繋がり の大切 さを

痛感した ので 、地 域や町 内のサー クル活 動等に 精力

的に参加 し、仲間 とコミ ュニケー ション を図り、繋

がりを絶 やさな いよう に努めて いる。ま た、あ えて

用事を作 り、退 屈にな らないよ うに心 掛けて いる。 

❸地域の老人 クラブ で 総務とし て夏祭 り、敬 老会、

クリスマ ス会、新 年会等 を行って い る他、町内会 で

は役員と して月 １回の ゴルフ、週 １回の 麻雀、カラ

オケ等に 積極的 に関与 している 。  

❹脊柱管狭窄 症で長 時 間歩ける かは分 からな いが、

５０代の 時にや ってい た登山を 再開し たい 。無 理を

せずマイ ペース で山歩 き（トレッ キング ）をし たい

と思って いる。更 に釣り に興味が あるの で、チャ レ

ンジして みたい 。  

コ ロ ナ 禍 の 中 で 、 対 面 取 材 が ま ま な ら な い 事 か ら
今 回 は 電 話 に よ り 、❶健 康 法❷大 切 に し て い る こ
と❸何 か 活 動 し て い る こ と❹こ れ か ら 挑 戦 し て み
た いこ と、  
に つい てイン タビ ュー形 式で 取材し まし た。 (イ ン
タ ービ ューア は出 口  香編 集委 員 ) 

若さの秘訣・・・ 

若松 芳陽 

 

目くばり、声がけ 

 会員 根本 幹雄 

繋がりを絶やさない 

  会員 金野 清 

“３．１１”を忘れない 

    会員 増田 芳雄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆２０２０年 度 第 4 回 理 事 会  

令和３年１月２６日（火）、仙台市生涯学習支援センタ

ーにおいて第４回理事会が開催されました。 

主な審議事項、活動報告は次のとおり 

審議事項 

・事務局からの審議事項の提案はありません。 

報告事項 

１）各事業の進捗状況報告並びに審議事項について 

①地域支え合い活動  

②情報の公表制度訪問調査  

③地域密着型サービス外部評価調査  

④福祉サービス第三者評価調査 

⑤みやぎ介護人材宣言認証制度第２段階確認調査 

２）広報、財政、組織、総務関係について 

  ①第２０回通常総会準備について 

  ②当会の事業推進体制について 

  ③令和３年度介護報酬改定情報について 

３）その他 

◆２０２０年 度 第 5 回 理 事 会  

★令和３年 3 月２4 日（水）、仙台市生涯学習支援セン

ターにおいて第５回理事会が開催されました。 

主な審議事項、活動報告は次のとおり 

審議事項 

１）当会業務推進体制について 

２）その他 

 

（詳細については事務局備え付けの議事録を閲覧願い

ます） 

◆福祉サービス第三者評価調査 

①障害福祉サービス事業所ぱーとなー  

②ニチイキッズ仙台あらい保育園 

◆介護サービス情報の公表訪問調査 

訪問調査を１１月２日から開始、３月３日終了 

 ・介護老人福祉施設    ：  

６５施設 

・訪問介護        ：  ８２施設 

・訪問入浴介護      ：  

１４施設 

・福祉用具貸与      ：  

１８施設 

・居宅介護支援      ：   oj１３２施

設 

・介護療養型医療施設   ：    

０施設 

・特定施設入居者生活介護  ：   

１０施設 

・通所介護        ：  １

３２施設  

・訪問看護        ：   ４２施設 

・介護老人保健施設    ：   １８施設 

・通所リハビリテーション  ：   

２４施設 

・訪問リハビリテーション  ：     

８施設 

・認知症対応型共同生活介護 ：   ３６施設 

・小規模多機能型居宅介護  ：   

２０施設 

・複合型サービス      ：     

５施設 

・定期巡回・随時訪問介護看護 ：     ３施設 

               合計 ：  ６０

９施設 

◆地域密着型サービス評価調査 

・認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

合計１４０施設 

 

令和元年度評価・調査活動状況 

【  お知らせ  】  

『みやぎ介護サービス便利帳』 

・表記につ いては 県内の特別 養護老 人

ホームの協 力を得 て、毎年ホ ームの 新

しい取り組 み状況 や内容の更 新原稿 を

頂き掲載し ており ます。今年 度は新 た

に、「アゼイリア」、「万葉苑わくや」、「や

くらいサン ホーム 」の３ホー ム新規 参

加いただき 、計６ ５ホームが 参加し て

います。  

・当会ＨＰからのリンクができます。  

【通 常 総 会 のご案 内 】 

第 ２０回 通 常 総 会 は来 る５月 ２７日

（木 ）書 面 議 決 方 式 により開 催 の

予定です。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭菜園の勧め！  

会員 山中幸雄 

名取川の河川敷で家庭菜園を始めて１２年、今
年はイチゴとニンニクの混植に取り組んでいます。 
昨年はトウモロコシとスイカを混植し、始めて市販
に負けない大きく甘いスイカが６個取れました。 

さて、今年はどうなるやら？また、畑では先輩に
教えられた「１００種作ってやっと一人前の百姓」
の言葉を胸に８０種を超える（１００迄もう少し・・・
でもここからが大変）野菜を作っています。 

旬の短いフキノトウ、ミョウガ、食用菊なども家
庭菜園ならでの新鮮さが醍醐味です。 
トマト、ナス、キュウリ、じゃがいもなども定番品と合
わせて発売間もない新品種や珍しい野菜にも挑
戦しています。ルバーブ（ジャムにするとおいしい。
詳しくはネットでご確認のほど！）や西洋わさび、
忍者ニンニクなどもあります。 
収穫後 1 か月ほど寝かしたサツマイモ、我が家の
いろりで焼くとほくほくと堪えられません。勿論無農

２０２１年(令和３年)４月から７月までの

開催日程は下記のとおりです。 

☆開 催 日 程 

・４月２０日（火） 相談役 武田貴志弁 護 士 

・５月２１日（金） 相談役  安田廣冶司法書士 

・６月１６日（水） 相談役 武田貴志弁 護 士 

・７月１３日（火） 相談役 安田廣冶司法書士 

編集委員 
荒井 勝子 兼平 幸雄 工藤 俊廣  

曽根  務 出口  香 前田 泰子 

【 編 集 後 記 】  

「 ２ ６ ，９ ６ ５ 日 」、こ の 世 に 生 を 受 け て 以 降
過 ご し た 日 数 で 父 の 日 数 を ３ ６ ４ 日 超 え た 。
父 が 癌 で 逝 っ た の は １ ９ ８ ０ 年 、 当 時 、 手 術
は 受 け て も 治 療 法 が 少 な く 、 母 や 姉 達 と 丸 山
ワ ク チ ン 治 療 を 受 け さ せ よ う か と 相 談 し た こ
と を 記 憶 し て い る 。  

震 災 の ２ ヵ 月 前 に 逝 っ た 妻 は 、 癌 の 摘 出 手
術 と 抗 癌 剤 治 療 の 副 作 用 に 耐 え 、 ５ 年 間 頑 張
っ た 。   

そ し て 私 も 内 視 鏡 手 術 で 癌 を 摘 出 し 、 半 年
間 の 抗 癌 剤 治 療 を 受 け た が 副 作 用 に よ り 断 念
し 、 そ の 後 、 癌 手 術 後 ２ ０ 年 を 過 ぎ て い る 友
人 の 奥 様 か ら 勧 め ら れ た ブ ラ ジ ル 原 産 樹 皮 の
煎 じ 茶 と 、元 東 北 大 学 教 授 の「 免 疫 細 胞 療 法 」
を ８ 年 間 続 け て 、 年 数 回 受 け る 術 後 の 経 過 検
診 で も 再 発 は 見 ら れ な い 。 ２ 月 に 、 私 が 受 け
て い る 「 免 疫 細 胞 療 法 」 が 『 コ ロ ナ ウ ィ ル ス
に 効 果 が あ る か ？ 』と 先 生 に 質 問 し た ら 、『 免
疫 細 胞 が 多 け れ ば 、 イ ン フ ル エ ン ザ や コ ロ ナ
ウ ィ ル ス が 体 内 に 入 っ て も 効 果 は あ る が 、 体
力 が 衰 え て い る 場 合 は 免 疫 力 も 低 下 す る の で
用 心 し な け れ ば な ら な い 」 と の こ と で あ る 。  
 し か し 、 こ の 治 療 法 を 開 発 さ れ た 先 生 が ３
月 中 旬 に 急 逝 さ れ 、 暫 く こ の 治 療 を 続 け る こ
と は 出 来 な く な っ た 。  
 ３ 月 下 旬 に な り 、 仙 台 で の コ ロ ナ 感 染 陽 性

法律、成年後見関係の分野に限らず、会員

やその家族、知人の方がお持ちの生活全般

に関わる「困りごと」「悩みごと」などなん

でも相談会です 

写真は三月七日に撮影 

薬、安心して食べられます。そして何といっても、
最大の魅力はストレス発散です。 

特にこの１年はコロナ禍ですが、外出ＯＫ ・３
密なし・マスク不要と畑に行けば自粛知らずで
過ごせます。 

春、３月には鶯の声を聴き、夏は滴るほどの
汗をかき、秋には川面を渡る優しい風に吹か
れ、そして収穫した野菜を妻の手料理で食べ
る、時には離れて暮らす子供たちに送って出来
具合を自慢する。 

皆さんにもこんな楽しさ嬉しさを味わって頂き
たく、家庭菜園をお勧めします。 

者 が 大 幅 に 増 加 し 、「 免 疫 細 胞 療 法 を 受 け て
い る か ら 」 と 言 え る 状 況 で は な く な っ た が 、
必 ず 来 る 終 末 に 向 け て『 病 は 気 か ら ！ 』の 掛
け 声 と 感 染 予 防 対 策 だ け は 怠 ら ず に 、残 り 少
な い 人 生 を 前 向 き に 過 ご し た い と 思 う こ の
頃 で あ る 。      ( 曽 根  ) 

三
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